
ウッタルプラデーシュ
（ＵＰ）州での行程

日印投資ミーティング

8/18-19

タージ・マハル
訪問

8/20
州政府・
州議会訪問、
日本投資会議

8/21

仏教遺跡訪問

8/22

デリー
ノイダ

アグラ
ラクナウ

バラナシ

ノイダ地区、
ガルゴティアス
大学訪問

8/20

青少年交流

山
梨
県
議
会
は
９
月
９

日
、イ
ン
ド
・
Ｕ
Ｐ
州
訪
問
で

得
た
調
査
成
果
を
踏
ま
え
、

「
イ
ン
ド
と
の
互
恵
的
な
関

係
構
築
に
向
け
た
提
言
」
を

取
り
ま
と
め
、
長
崎
幸
太
郎

知
事
に
提
出
し
た
。

提
言
で
は
、水
素
、投
資
・

企
業
連
携
、観
光
・
県
産
品
輸

出
、
人
材
交
流
の
各
分
野
に

お
い
て
、
本
県
の
持
続
的
な

発
展
と
地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
施
策
の
方
向
性

を
示
し
て
い
る
。

水
素
分
野
で
は
、

本
県
の
先
進
的
な
水

素
技
術
と
イ
ン
ド
の

人
材
・
市
場
を
結
び

付
け
、
人
材
育
成
と

産
業
連
携
を
推
進
す

る
こ
と
を
提
言
し
て

い
る
。具
体
的
に
は
、

産
学
官
連
携
に
よ
る

推
進
体
制
の
構
築
、

水
素
関
連
事
業
の
戦

略
的
な
実
行
管
理
、

県
内
企
業
の
成
長
機
会
創

出
、
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形

成
、
国
と
連
携
し
た
事
業
化

支
援
の
充
実
な
ど
を
求
め
て

い
る
。

投
資
・
企
業
連
携
分
野
で

は
、
県
内
企
業
の
海
外
展
開

を
支
援
す
る
た
め
、
イ
ン
ド

進
出
支
援
体
制
の
強
化
や
企

業
間
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
、
事

業
承
継
と
国
際
展
開
を
組
み

合
わ
せ
た
支
援
モ
デ
ル
の
構

築
、
官
民
連
携
フ
ァ
ン
ド
の

充
実
な
ど
、
女
性
が
安
心
し

て
暮
ら
し
活
躍
で
き
る
社
会

の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
く
。

次
世
代
を
担
う
若
者

が
世
界
と
つ
な
が
る 

高
校
生
の
訪
問
団
は
、
ヨ

ギ
州
首
相
を
表
敬
訪
問
し
、

友
好
の
証
し
と
し
て
全
員
で

制
作
し
た
千
羽
鶴
を
手
渡
す

と
と
も
に
、
日
本
の
歌
を
披

露
し
た
。現
地
の
高
校
で
は
、

イ
ン
ド
の
授
業
を
体
験
し
た

ほ
か
、
山
梨
県
の
魅
力
を
英

語
で
紹
介
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
て
、

同
世
代
の
生
徒
と
の
交
流
を

深
め
た
。ま
た
、ガ
ル
ゴ
テ
ィ

ア
ス
大
学
で
は
、Ａ
Ｉ（
人
工

知
能
）
や
ア
プ
リ
開
発
な
ど

の
最
先
端
技
術
の
研
究
施
設

を
見
学
し
、
多
く
の
学
び
を

得
た
。

参
加
し
た
高
校
生
か
ら

組
み
は
、本
県
の
女
性
・
子
ど

も
の
安
全
対
策
に
も
生
か
せ

る
。ケ
ア
ラ
ー
支
援
な
ど
他

の
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
も
応
用

が
可
能
だ
。

ま
た
、
現
地
の
行
政
機
関

と
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
、

女
性
の
安
全
確
保
に
と
ど
ま

ら
ず
、生
活
再
建
、経
済
的
自

立
、
社
会
参
画
ま
で
を
切
れ

目
な
く
支
え
る
取
り
組
み
に

触
れ
た
。

今
後
は
、
女
性
活
躍
調
査

グ
ル
ー
プ
の
提
言
を
踏
ま

え
、
女
性
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
配
置
や
関
係
機
関

に
よ
る
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
の
構
築
、
自
立
支
援
の

山
梨
発
の
技
術
、 

イ
ン
ド
市
場
へ

本
県
は
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
か
ら
グ
リ
ー
ン
水
素

を
製
造
し
、貯
蔵
、運
搬
、利

用
す
る
ま
で
の
社
会
実
装
を

世
界
で
も
先
進
的
に
進
め
て

き
た
。今
回
、Ｕ
Ｐ
州
と
の
間

で
、水
素
の
製
造
・
利
用
拡
大

や
人
材
育
成
に
関
す
る
協
力

文
書
を
締
結
す
る
こ
と
が
で

き
、
シ
ス
テ
ム
を
運
用
す
る

人
材
の
育
成
を
担
う

水
素
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム「
Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ（
ラ

イ
ト
）」
の
中
核
企

業
や
山
梨
大
学
も
参

画
し
、
実
証
事
業
や

事
業
化
に
向
け
た
検

討
を
進
め
る
こ
と
で

合
意
し
た
。

ヨ
ギ
・
ア
デ
ィ
テ

ィ
ヤ
ナ
ー
ト
Ｕ
Ｐ
州

首
相
と
の
会
談
で

は
、
本
県
が
民
間
企

業
と
共
同
開
発
し
た

水
素
製
造
装
置
「
Ｐ

２
Ｇ
シ
ス
テ
ム
」
を
州
内
に

設
置
し
た
い
旨
を
提
案
し
、

全
面
的
に
支
援
す
る
旨
の
回

答
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
具

体
化
に
向
け
て
大
き
く
前
進

し
た
。

人
口
約
２
億
４
千
万
人
を

抱
え
る
同
州
で
は
、
肥
料
製

造
や
製
油
分
野
を
中
心
に
大

規
模
な
水
素
需
要
が
存
在
し

て
い
る
。今
回
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
う

し
た
巨
大
市
場
に
対
し
て
山

梨
の
技
術
が
導
入
さ
れ
る
第

一
歩
と
な
る
。

イ
ン
ド
へ
の
シ
ス
テ
ム

展
開
が
実
現
す
れ
ば
、
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
県
出
資

企
業
「
や
ま
な
し
ハ
イ
ド
ロ

ジ
ェ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
」
に
運

用
技
術
料
が
入
り
、
こ
の
収

入
が
県
民
に
還
元
さ
れ
る
。

実
機
の
部
品
や
材
料
の
製
造

を
担
う
県
内
企
業
の
受
注
拡

大
、雇
用
の
維
持
・
創
出
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

覚
書
の
締
結
は
目
的
で
は

な
く
、
県
内
企
業
の
成
長
や

雇
用
創
出
、観
光
振
興
、人
材

育
成
な
ど
の
具
体
的
な
成
果

と
し
て
県
民
に
還
元
す
る
こ

と
に
真
の
意
義
が
あ
る
。今

後
も
、
Ｕ
Ｐ
州
議
会
と
の
信

頼
関
係
を
さ
ら
に
深
め
な
が

ら
、
両
地
域
の
交
流
が
実
り

あ
る
成
果
に
つ
な
が
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

未
来
を
支
え
る
高
度 

人
材
の
育
成
と
確
保

産
業
界
と
の
強
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
有
す
る
Ｕ
Ｐ
州
の

ガ
ル
ゴ
テ
ィ
ア
ス
大
学
と
、

高
度
人
材
交
流
に
関
す
る
協

力
文
書
を
締
結
し
た
。日
本

語
教
育
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
、
合
同
就
職
面
接
会
な
ど

を
協
働
で
進
め
る
基
盤
を
整

え
た
ほ
か
、
介
護
人
材
の
育

成
に
つ
い
て
も
連
携
が
決
ま

っ
た
。来
日
前
の
現
地
で
の

研
修
に
、
日
本
語
教
育
に
加

え
、
生
活
習
慣
や
介
護
の
基

礎
技
能
を
含
め
る
こ
と
で
合

意
し
た
。こ
れ
ま
で
来
日
後

に
受
け
入
れ
側
が
担
っ
て
い

た
教
育
を
送
り
出
し
側
も
担

う
こ
と
で
、
よ
り
円
滑
な
受

け
入
れ
と
定
着
を
目
指
し
て

い
く
。

今
後
は
、
日
本
語
教
育
や

生
活
支
援
、
住
居
支
援
な
ど

の
受
け
入
れ
環
境
を
整
備

し
、
介
護
や
製
造
業
を
支
え

る
人
材
に
選
ば
れ
る
県
と
な

っ
て
い
く
。

ま
た
、
山
梨
大
学
と
ガ
ル

ゴ
テ
ィ
ア
ス
大
学
と
の
間
で

は
グ
リ
ー
ン
水
素
分
野
に

関
す
る
協
力
文
書
が
締
結
さ

れ
、
将
来
の
水
素
技
術
者
や

研
究
者
の
育
成
に
向
け
た
大

学
間
連
携
も
開
始
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

交
流
拡
大
に
向
け
た 

連
携
強
化

観
光
大
臣
と
の
協
議
で

は
、
観
光
客
の
往
来
を
推
進

す
る
こ
と
に
加
え
、
映
像
を

活
用
し
た
情
報
発
信
な
ど
で

協
力
を
進
め
る
方
向
性
を
確

認
し
た
。

イ
ン
ド
は
世
界
で
も
有
数

山
梨
県
の
イ
ン
ド
訪
問
団
は
８
月
18
日
か
ら
23
日
ま
で
の
日

程
で
、
イ
ン
ド
共
和
国
デ
リ
ー
準
州
及
び
ウ
ッ
タ
ル
プ
ラ
デ
ー
シ

ュ
（
Ｕ
Ｐ
）
州
を
訪
問
し
た
。
県
内
外
の
企
業
、
関
係
団
体
、
大
学
、

自
治
体
な
ど
総
勢
約
２
２
０
人
が
参
加
し
た
今
回
の
訪
問
は
、
本

県
と
し
て
過
去
最
大
規
模
と
な
り
、
イ
ン
ド
側
か
ら
も
前
例
の
な

い
歴
史
的
な
訪
問
団
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。

訪
問
を
通
じ
て
、
水
素
、
人
材
、
観
光
、
女
性
活
躍
、
青
少
年
交
流

な
ど
、
本
県
の
将
来
を
支
え
る
重
要
分
野
に
お
い
て
具
体
的
な
協

力
の
枠
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
締
結
し
た
６
つ

の
協
力
文
書
は
、
今
後
本
県
が
Ｕ
Ｐ
州
と
の
連
携
で
中
長
期
的
に

収
益
を
得
る
た
め
の
「
設
計
図
」
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
展
開
さ
れ
る

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
は
、
こ
の
設
計
図
の
上
に
具
体
的
な
施
策
と
し

て
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

今
回
の
成
果
は
、
単
な
る
友
好
交
流
の
確
認
に
と
ど
ま
ら
な

い
。「
人
を
育
て
る
」「
企
業
が
進
出
す
る
」「
新
た
な
産
業
を
創
る
」

「
観
光
客
を
呼
び
込
む
」
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
継
続
的
に
進
め

る
た
め
の
制
度
的
な
基
盤
を
築
き
、
将
来
の
県
民
利
益
に
つ
な
が

る
協
力
関
係
を
形
に
で
き
た
こ
と
が
最
大
の
成
果
で
あ
る
。

山
梨
と
イ
ン
ド
の
新
た
な
連
携
と
挑
戦

過
去
最
大
規
模
の
訪
問
団
が
実
現

の
成
長
市
場
で
あ
り
、本

県
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

増
加
が
期
待
さ
れ
る
。富

士
山
と
仏
教
の
聖
地
サ

ー
ル
ナ
ー
ト
と
い
う
そ

れ
ぞ
れ
の
世
界
遺
産
と

し
て
の
価
値
を
互
い
に

広
く
知
ら
せ
る
な
ど
、両

地
域
で
互
い
の
文
化
や

歴
史
へ
の
理
解
を
深
め
、

相
互
訪
問
の
促
進
に
つ

な
げ
て
い
く
。

ま
た
、
９
月
下
旬
に

は
、イ
ン
ド
の
旅
行
会
社

を
県
内
に
招
き
、実
際
に

山
梨
を
見
て
い
た
だ
く

フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
の
実
施
も

予
定
し
て
い
る
。旅
行
商
品

の
造
成
や
誘
客
を
通
じ
て
、

観
光
消
費
額
の
増
加
や
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

く
。

誰
も
が
活
躍
で
き
る 

社
会
を
目
指
し
て 

Ｕ
Ｐ
州
警
察
が
運
営
す

る
女
性
と
子
ど
も
の
安
全

対
策
専
門
組
織「
Ｗ
Ｃ
Ｓ
Ｏ
」

を
訪
問
し
、相
談
、啓
発
、被

害
者
支
援
を
一
体
的
に
行
う

先
進
的
な
取
り
組
み
を
調
査

し
た
。女
性
向
け
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
や
相
談
か
ら
支
援
ま
で

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う
仕

は
、「
世
界
を
牽け

ん

引
す
る
成
長

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
た
」

「
長
い
歴
史
の
中
で
育
ま
れ

た
豊
か
な
文
化
と
多
様
性
に

強
い
感
銘
を
受
け
た
」「
日

本
に
い
て
は
得
ら
れ
な
い
刺

激
を
受
け
、
自
分
の
可
能
性

を
も
っ
と
広
げ
た
い
と
思
っ

た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ

た
。将

来
の
日
印
交
流
を
担

う
若
い
世
代
が
互
い
を
理
解

し
、
生
涯
に
わ
た
る
つ
な
が

り
を
築
く
第
一
歩
を
踏
み
出

し
た
。

山
梨
か
ら
始
ま
る 

日
印
協
力
の
新
時
代

訪
問
を
通
じ
て
確
認
で

き
た
こ
と
は
、
イ
ン
ド
の
持

つ
圧
倒
的
な
成
長
力
と
、
山

梨
と
の
幅
広
い
連
携
の
可
能

性
だ
。
山
梨
県
は
今
回
の
協

力
文
書
を
土
台
に
、
県
民
一

人
ひ
と
り
の
豊
か
さ
に
つ
な

が
る
成
果
を
積
み
上
げ
な
が

ら
、
地
方
か
ら
始
ま
る
日
印

協
力
の
先
進
モ
デ
ル
と
し
て

発
展
さ
せ
て
い
く
。
本
県
が

「
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」
と
し
て
、

日
本
と
イ
ン
ド
の
未
来
を
つ

な
ぐ
架
け
橋
の
役
割
を
果
た

し
て
い
く
。

（
山
梨
県
）

Ｕ
Ｐ
州
議
会
と
友
好
覚
書

経
済
・
水
素
・
観
光
・
農
業
・
教
育
・
人
材
育
成
な
ど

幅
広
い
分
野
で
協
力 

新
た
な
交
流
の
礎
築
く

政
策
提
言
で
県
政
発
展
へ

水
素  

人
材  

投
資
・
企
業
連
携  

観
光 

４
分
野
で
現
地
調
査

山
梨
県
議
会

９
月
定
例
会
で
具
体
策
検
討 

県
民
の
利
益
に
つ
な
げ
る

広 告 未来への設計図を描いたインド訪問未来への設計図を描いたインド訪問

山
梨
県
議
会
イ
ン
ド
訪
問

団
は
８
月
21
日
、
イ
ン
ド
最

大
級
の
人
口
を
擁
す
る
ウ
ッ

タ
ル
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ（
Ｕ
Ｐ
）

州
議
会
と
の
間
で
「
友
好
交

流
に
係
る
覚
書
」
を
締
結
し

た
。こ
れ
は
、両
議
会
の
継
続

的
な
交
流
と
協
力
の
基
盤
を

築
く
も
の
で
あ
り
、
本
県
と

Ｕ
Ｐ
州
と
の
関
係
を
新
た
な

段
階
へ
発
展
さ
せ
る
重
要
な

一
歩
と
な
っ
た
。

調
印
式
は
州
都
ラ
ク
ナ

ウ
の
州
議
会
議
事
堂
で
行
わ

れ
、
山
梨
県
議
会
の
宮
本
秀

憲
議
長
と
Ｕ
Ｐ

州
議
会
の
サ
テ

ィ
シ
ュ
・
マ
ハ

ナ
議
長
が
覚
書

に
署
名
し
た
。

今
回
の
覚
書

は
、２
０
２
４

年
12
月
に
山
梨

県
と
Ｕ
Ｐ
州
政

府
が
締
結
し
た

基
本
合
意
書
を

踏
ま
え
た
も
の

で
、
両
議
会
は

相
互
訪
問
や
情

報
交
換
を
通
じ

て
友
好
関
係
を
深
め
る
と
と

も
に
、経
済
、水
素
、観
光
、農

業
、教
育
、人
材
育
成
な
ど
幅

広
い
分
野
で
の
交
流
・
協
力

を
後
押
し
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
た
。

調
印
後
に
は
、
議
会
運
営

や
地
域
課
題
へ
の
対
応
、
今

後
の
交
流
の
あ
り
方
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。ま

た
、
本
年
10
月
に
北
杜
市
で

開
催
さ
れ
る
水
素
サ
ミ
ッ
ト

へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
た
と

こ
ろ
、
マ
ハ
ナ
議
長
か
ら
前

向
き
な
意
向
が
示
さ
れ
た
。

訪
問
団
は
同
日
、
Ｕ
Ｐ
州
政

府
の
ヨ
ギ
・
ア
デ
ィ
テ
ィ
ヤ

ナ
ー
ト
州
首
相
と
も
会
談
し

た
。今

回
の
訪
問
で
は
、
県
議

会
議
員
が
水
素
、
人
材
、
投

資
・
企
業
連
携
、観
光
の
各
分

野
に
分
か
れ
、
州
政
府
機
関

や
大
学
、研
究
機
関
、企
業
と

の
意
見
交
換
を
実
施
。そ
の

結
果
、
本
県
の
先
進
的
な
水

素
技
術
や
も
の
づ
く
り
産

業
、豊
か
な
観
光
資
源
と
、Ｕ

Ｐ
州
の
成
長
市
場
や
豊
富
な

人
材
と
の
連
携
の
可
能
性
が

大
き
い
こ
と
を
確
認
し
、
今

後
の
具
体
的
な
協
力
に
向
け

た
知
見
を
深
め
た
。

な
お
、
各
分
野
の
担
当
議

員
は
、水
素
が
水
岸
富
美
男
、

向
山
憲
稔
、
石
原
政
信
（
以

上
、
自
由
民
主
党 

政
風
や
ま

な
し〈
以
下
、政
風
〉）、人
材

が
山
田
一
功
（
政
風
）、
臼
井

友
基
、
桐
原
正
仁（
以
上
、
自

由
民
主
党
新
緑
の
会〈
以
下
、

新
緑
〉）、
飯
島
修
（
リ
ベ
ラ

ル
山
梨
）、投
資
・
企
業
連
携

が
宮
本
秀
憲
、飯

島
力
男
（
以
上
、

政
風
）、
渡
辺
大

喜
（
新
緑
）、
観

光
が
卯
月
政
人
、

中
村
正
仁
（
以

上
、
政
風
）、
浅

川
力
三
、白
壁
賢

一
（
以
上
、
自
由

民
主
党
・
開
の

国
）。山梨

県
議
会

は
今
後
、今
回
の

覚
書
を
出
発
点

と
し
て
継
続
的

な
交
流
を
進
め
、

そ
の
成
果
を
政

策
提
言
や
議
会

活
動
に
反
映
し

て
い
く
。

検
討
や
投
資
機
会
の
発
掘
な

ど
を
提
言
し
て
い
る
。

観
光
及
び
県
産
果
実
輸

出
分
野
で
は
、
観
光
交
流
と

経
済
交
流
を
一
体
的
に
推
進

し
、「
山
梨
県
＝
富
士
山
観
光

の
拠
点
」
と
し
て
の
認
知
度

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
県

産
果
実
や
加
工
品
の
輸
出
促

進
、
高
付
加
価
値
市
場
の
開

拓
、
植
物
検
疫
上
の
課
題
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
求

め
て
い
る
。

ま
た
、
人
材
交
流
分
野
で

は
、
Ｉ
Ｔ
や
高
度
理
系
分
野
、

製
造
業
分
野
を
中
心
と
し
た

高
度
人
材
交
流
の
推
進
に
加

え
、看
護
・
介
護
人
材
の
育
成
・

受
け
入
れ
体
制
の
整
備
を
提

言
し
て
い
る
。日
本
語
教
育
や

生
活
支
援
、キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
の
充
実
を
図
り
、双
方
に
利

益
を
も
た
ら
す
持
続
的
な
人

材
交
流
の
実
現
が
必
要
で
あ

る
と
し
て
い
る
。

こ
の
提
言
で
は
、
山
梨
県

と
Ｕ
Ｐ
州
と
の
基
本
合
意
書

及
び
両
議
会
間
の
友
好
交
流

覚
書
に
基
づ
く
取
り
組
み
を

着
実
に
進
め
、そ
の
成
果
を
県

内
企
業
の
成
長
や
雇
用
創
出
、

人
材
育
成
、
観
光
振
興
、
地
域

経
済
の
活
性
化
へ
結
び
付
け
、

広
く
県
民
へ
還
元
し
て
い
く

よ
う
県
の
積
極
的
な
取
り
組

み
を
期
待
し
て
い
る
。

山
梨
県
議
会
は
今
後
も
、

交
流
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
知

見
を
政
策
提
言
や
議
会
活
動

に
反
映
し
、
県
民
福
祉
の
向

上
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
を
後
押

し
し
て
い
く
。

（
山
梨
県
議
会
イ
ン
ド
共
和
国
友
好
訪
問
団
）

イ
ン
ド
訪
問
レ
ポ
ー
ト

（
８
月
18
日
〜
23
日
）

122026年(令和 ８ 年)　９ 月 25 日(金曜日) 122026年(令和 ８ 年)　９ 月 25 日(金曜日)【全面広告】

ヨギ州首相（左から4人
目）と握手をする長崎幸
太郎知事（右から4人目）

水素など各分野で協議が行われた

女性活躍に関する意見交換

UP州議会との意見交換

UP州関係者と水素分野で意見交換 現地の学生と交流した山梨の高校生

UP州と協力覚書を締結

長崎知事に提言を手渡す宮本議長

山梨県議会とUP州議会が友好交流の覚書を締結

水素

人材

観光

女性活躍


